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▲府本部の闘争勝利に向けたガンバロー

▲府本部大会で決意表明する川田さん

▲田中・衣川大会議長

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
社
会
の
実
現
へ

誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
社
会
の
実
現
へ

組
合
員
の
声
を
集
め
、運
動
の
前
進
を

組
合
員
の
声
を
集
め
、運
動
の
前
進
を

ユ
ニ
カ
レ
★
国
会
見
学
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

【
日
時
】１１
月
２４
日（
金
）～
２５
日（
土
） 

※
２
日
目
は
自
由
行
動

【
内
容
】�国
会
見
学・岸
ま
き
こ
参
議
院
議
員
と
の 

意
見
交
換
ほ
か

※
各
単
組
を
通
じ
て
府
本
部
ま
で
申
し
込
み
を
。

　

府
本
部
は
堀
口
市
長
の
退

任
に
伴
う
八
幡
市
長
選
挙
に

お
い
て
、
川
田
翔
子
さ
ん

（
３３
歳
・
無
所
属
）
の
推
薦

を
決
定
し
た
。

　

川
田
さ
ん
は
京
都
大
学
卒

業
後
、
京
都
市
役
所
で
７
年

間
勤
務
し
、
自
治
労
京
都
市

職
で
の
組
合
経
験
も
あ
る
。

組
合
と
の
対
話
が
で
き
る
市

長
候
補
の
必
勝
に
向
け
、
組

合
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

　

大
会
は
午
後
１
時
に
開

会
。
京
都
競
輪
労
組
の
田
中

代
議
員
と
宇
治
田
原
町
職
の

衣
川
代
議
員
を
議
長
に
選
出

し
た
。
岡
本
執
行
委
員
長
の

主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

森
下
本
部
政
治
政
策
局
長
、

門
川
京
都
市
長
な
ど
、
１０
人

の
来
賓
か
ら
激
励
・
連
帯
の

　

府
本
部
は
９
月
２３
日
、
京

都
府
北
部
・
天
橋
立
で
天
橋

立
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
＆
交
流

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
開

催
。
府
内
各
単
組
か
ら
組
合

あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　

議
長
に
よ
る
大
会
成
立
宣

言
の
あ
と
、
執
行
部
よ
り
２

０
２
３
年
度
諸
報
告
が
行
わ

れ
た
。
一
般
経
過
報
告
、
会

計
決
算
報
告
、
会
計
監
査
報

告
が
さ
れ
、
質
疑
討
論
を
経

て
承
認
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
７
つ
の
議
案
が

員
や
家
族
な
ど
４４
人
が
参
加

し
た
。
天
橋
立
は
５
０
０
０

本
の
松
並
木
と
白
い
砂
「
白

砂
青
松
」
が
約
３
・
６
㎞
続

き
、
年
間
約
３
０
０
万
人
の

執
行
部
よ
り
提
案
さ
れ
た
。

①
２
０
２
４
―
２
５
年
度
運

動
方
針
（
案
）、
②
当
面
の

闘
争
方
針
（
案
）、
③
一
般

会
計
・
特
別
会
計
予
算

（
案
）、
④
男
女
が
と
も
に

担
う
府
本
部
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
（
案
）、
⑤
自
治
労
京

都
府
本
部
臨
時
執
行
委
員
・

観
光
客
が
訪
れ
る
景
勝
地

だ
。
京
都
市
内
や
南
部
単
組

か
ら
は
バ
ス
一
台
を
貸
切

り
、
朝
８
時
に
京
都
駅
を
出

発
。
北
部
単
組
か
ら
は
現
地

集
合
と
し
、
京
都
府
丹
後
土

木
事
務
所
や
宮
津
市
役
所
の

協
力
を
受
け
、
１０
時
か
ら
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
開
始

し
た
。

　

は
じ
め
に
京
都
府
丹
後
土

木
事
務
所
よ
り
作
業
内
容
の

説
明
を
受
け
た
。
作

業
内
容
は
、
松
並
木

や
浜
辺
の
清
掃
や
落

ち
葉（
松
葉
）拾
い
。

落
ち
葉
を
拾
う
理
由

と
し
て
、
本
来
松
は

栄
養
の
少
な
い
砂
の

上
で
も
育
つ
植
物
。

特
別
執
行
委
員
・
顧
問
の
定

数
と
選
任
（
案
）、
⑥
監
査

法
人
の
承
認
（
案
）、
⑦
府

本
部
救
援
委
員
の
選
出

（
案
）。
す
べ
て
の
議
案
は

質
疑
討
論
・
採
決
を
経
て
、

今
は
落
ち
葉
や
雑
草
な
ど
が

腐
植
土
と
な
り
栄
養
過
多
な

状
況
で
反
対
に
松
枯
れ
し
て

し
ま
う
と
い
う
。
丹
後
土
木

事
務
所
で
は
、天
橋
立
の「
白

砂
青
松
」
を
守
る
た
め
「
天

橋
立
ま
も
り
隊
」
と
い
う
取

り
組
み
で
保
全
活
動
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
府
本
部
の
取

り
組
み
も
そ
の
一
環
と
な
っ

た
。
清
々
し
い
天
候
の
中
、

約
１
時
間
半
の
作
業
で
大
量

の
ご
み
袋
の
松
葉
が
集
ま
っ

た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
終
了

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

会
場
討
論
で
は
、
ワ
ー
ク
ル

ー
ル
や
男
女
平
等
に
関
す
る

報
告
や
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

２
０
２
４
―
２
５
年
度
の

２
年
間
の
任
期
と
な
る
役
員

選
挙
が
行
わ
れ
、
岡
本
執
行

委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
四

役
・
執
行
委
員
・
会
計
監
査

委
員
３２
名
が
信
任
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
大
会
宣
言
を
採
択

し
、
最
後
に
森
本
新
副
執
行

委
員
長
の
発
声
に
よ
る
力
強

い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
大
会

を
締
め
く
く
っ
た
。

�

（
２
・
３
面
に
関
連
記
事
）

後
は
、
セ
ン
ト
ラ
ー
レ
・
ホ

テ
ル
京
丹
後
に
移
動
し
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
だ
。
普

段
な
か
な
か
話
す
機
会
の
な

い
北
部
や
市
内
・
南
部
単
組

同
士
の
交
流
に
、
和
気
あ
い

あ
い
と
充
実
し
た
時
間
が
流

れ
た
。
今
後
も
継
続
し
て
い

き
た
い
。

　

朝
晩
め
っ
き
り

涼
し
く
や
っ
と
秋

ら
し
く
な
っ
た
。

「
ひ
や
お
ろ
し
」

が
美
味
し
い
季
節

だ
。「
ひ
や
お
ろ
し
」
と
は
、

冬
に
仕
込
ん
だ
日
本
酒
を
ひ

と
夏
ゆ
っ
く
り
と
熟
成
さ
せ

て
か
ら
、
涼
し
く
な
っ
た
秋

口
に
出
荷
す
る
日
本
酒
の
こ

と
▼
日
本
酒
に
は
「
生
酒
」

と
「
火
入
れ
（
加
熱
処
理
）

し
た
酒
」の
２
種
類
が
あ
る
。

生
酒
は
搾
っ
て
か
ら
出
荷
ま

で
火
入
れ
さ
れ
て
い
な
い
酒

で
、
出
来
立
て
の
フ
レ
ッ
シ

ュ
な
味
わ
い
が
楽
し
め
る
代

わ
り
に
、
酒
質
が
不
安
定
な

た
め
地
元
で
の
消
費
や
冷
蔵

庫
の
あ
る
一
部
酒
販
店
の
み

で
販
売
さ
れ
る
。
火
入
れ
し

た
酒
は
、
加
熱
処
理
を
行
う

こ
と
で
発
酵
を
止
め
、
味
の

変
化
を
落
ち
着
か
せ
、
美
味

し
い
状
態
を
キ
ー
プ
す
る
こ

と
が
で
き
る
▼
通
常
行
う
２

回
目
の
火
入
れ
を
行
わ
な
い

の
は
、
造
り
手
が
「
い
ま

だ
！
」
と
思
っ
た
最
高
の
状

態
に
熟
成
し
た
お
酒
の
ま
ろ

や
か
さ
や
風
味
を
余
す
こ
と

な
く
味
わ
っ
て
も
ら
う
た

め
、「
冷
や
（
日
本
酒
の
温

度
で
常
温
）」
の
状
態
で
「
卸

す（
出
荷
す
る
）」こ
と
か
ら
。

「
秋
あ
が
り
」
や
「
秋
晴
れ
」

と
い
っ
た
情
緒
的
な
呼
び
方

も
さ
れ
る
。
秋
刀
魚
や
キ
ノ

コ
類
と
い
っ
た
旨
味
の
多
い

秋
の
味
覚
と
合
わ
せ
て
お
い

し
く
楽
し
も
う
。�

（
Ｎ
）

　
府
本
部
は
９
月
３０
日
、
第
８８
回
定
期
大
会
を
京
都
市
中
京
区
の
ウ

ィ
ン
グ
ス
京
都
で
開
催
し
た
。

　
２
０
２
４
‐
２
５
年
度
運
動
方
針
と
当
面
の
闘
争
方
針
な
ど
７
つ

の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

ま
た
、
役
員
選
挙
を
行
い
２
０
２
４
‐
２
５
年
度
の
府
本
部
執
行
体

制
を
確
認
し
た
。
出
席
代
議
員
は
２２
単
組
か
ら
１
２
２
人
、
女
性
参

画
率
は
３１
・
１５
％
と
な
っ
た
。

府本部第88回定期大会川か
わ

田た

翔し
ょ
う

子こ

さん
の
推
薦
を
決
定

「
白
砂
青
松
」を
守
る

１１
月
５
日
告
示・

１１
月
１２
日
投
開
票

八
幡
市
長
選
挙

天橋立クリーン大作戦
＆交流バーベキュー大会
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▲国保労組
江藤代議員

▲京丹後市職
吉岡代議員

執行委員長

岡本 哲也

連
合
京
都

原　敏之
会長

京
都
府

義本　知史
労働政策室長

京
都
市

門川　大作
京都市長

立
憲
民
主
党
京
都
府
連福山　哲郎

参議院議員

国
民
民
主
党
京
都
府
連前原　誠司

衆議院議員
宮崎　茂
副委員長

部
落
解
放
同
盟

京
都
府
連
合
会

自
治
労
京
都
府

自
治
体
議
員
連
合福田佐世子

八幡市議会議員

岸まきこ
参議院議員

▲城南衛管
前田代議員

▲京都市職
梶村代議員

▲学給労
豊田代議員

▲八幡市職労
井上代議員

▲京都府職
東代議員

▲府本部
増永副委員長

▲府本部
川戸書記長

▲府本部
中谷副委員長

退任役員のみなさま

　

人
事
院
は
８
月
７
日
、
官

民
比
較
に
基
づ
き
、
給
与
勧

告
を
お
こ
な
っ
た
。
月
例
給

３
８
６
９
円
、
大
卒
初
任
給

を
１
１
０
０
０
円
、
高
卒
初

任
給
を
１
２
０
０
０
円
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
若
年
層

に
重
点
を
置
き
つ
つ
俸
給
表

全
体
を
引
き
上
げ
た
。
一
時

　

府
本
部
の
運
動
に
ご
協
力

い
た
だ
く
組
合
員
の
皆
様
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
ご

臨
席
い
た
だ
い
た
ご
来
賓
の

皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ

る
。

（
経
過
報
告
）

▼
京
丹
後
市
職
・
吉
岡
代
議

員
…
京
丹
後
市
で
は
合
併
に

よ
る
広
域
に
分
散
し
た
職
場

で
の
情
報
共
有
や
労
組
活
動

の
困
難
さ
が
課
題
。
そ
ん
な

中
、
北
部
地
域
で
の
美
化
活

動
や
交
流
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

通
じ
て
、
普
段
話
す
機
会
の

な
い
府
内
単
組
の
仲
間
と
の

交
流
で
改
め
て
労
働
組
合
の

存
在
の
重
要
性
を
認
識
し

た
。
組
合
員
一
人
ひ
と
り
が

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に

金
は
、
０
・
１０
月
引
き
上
げ
、

期
末
手
当
（
０
・
０５
月
）
と

勤
勉
手
当
（
０
・
０５
月
）
に

配
分
し
た
。

　

各
自
治
体
の
賃
金
・
労
働

条
件
は
人
勧
が
出
れ
ば
自
動

的
に
決
ま
る
わ
け
で
は
な

い
。
国
会
で
給
与
法
改
正
案

が
可
決
さ
れ
、
自
治
体
議
会

　

２
０
２
３
年
を
振
り
返
る

と
、
コ
ロ
ナ
禍
は
続
い
て
い

た
も
の
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や

新
入
組
合
員
歓
迎
集
会
、
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
＆
ア
ー
ス
デ
イ

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
イ
ベ
ン

向
け
少
し
ず
つ
で
も
取
り
組

み
を
進
め
た
い
。

（
運
動
方
針
）

▼
国
保
・
江
藤
代
議
員
…
現

在
、
医
療
Ｄ
Ｘ
や
自
治
体
Ｄ

Ｘ
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速

に
進
行
中
。
国
保
連
職
場
も

転
換
期
で
、
会
員
の
拡
大
や

業
務
領
域
の
拡
張
が
検
討
さ

れ
て
い
る
。
市
町
村
全
体
を

会
員
と
す
る
動
き
に
対
す
る

備
え
と
ニ
ー
ズ
把
握
が
急
務

と
な
る
た
め
、
府
本
部
の
社

会
保
障
制
度
検
討
委
員
会
を

が
給
与
条
例
改
正
案
を
可
決

し
て
は
じ
め
て
確
定
す
る
。

こ
の
た
め
、
中
央
本
部
は
総

務
省
交
渉
や
国
会
対
策
を
、

府
本
部
は
府
や
京
都
市
の
人

事
委
員
会
対
策
や
自
治
振
興

課
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。

　

各
単
組
で
は
、
自
治
体
労

働
者
の
生
活
を
守
る
賃
金
・

労
働
条
件
の
確
保
に
向
け
、

２
０
２
３
確
定
闘
争
で
は
、

「
４
つ
の
重
点
課
題
」（
別
表
）

を
次
の
通
り
設
定
す
る
。

①
給
与
の
引
き
上
げ
改
定

　

人
勧
を
踏
ま
え
た
初
任
給

を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
職
員

の
賃
金
お
よ
び
一
時
金
の
引

き
上
げ
。
燃
料
費
高
騰
に
伴

う
自
動
車
等
の
通
勤
手
当
な

ど
地
域
実
情
を
踏
ま
え
た
諸

手
当
の
改
善
。

②
中
途
採
用
者
の
賃
金
改
善

ト
的
な
取
り
組
み
も
開
催
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
先
日
も

組
織
強
化
・
拡
大
と
３
ブ
ロ

ッ
ク
に
よ
る
単
組
間
交
流
を

目
的
と
し
て
「
天
橋
立
ク
リ

ー
ン
大
作
戦
＆
交
流
バ
ー
べ

キ
ュ
ー
」
を
新
た
に
実
施
し

た
と
こ
ろ
だ
。
ま
た
、
単
組

課
題
の
把
握
に
向
け
た
個
別

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
や
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
を
活
用
し
た
ウ
ェ
ブ
単
組

代
表
者
会
議
な
ど
、
何
と
か

単
組
課
題
の
共
有
化
を
図

り
、
府
本
部
と
単
組
の
連
携

を
強
化
・
共
有
し
、
と
も
に

解
決
に
向
け
取
り
組
み
を
進

め
た
い
。

せ
２
０
２
３
年
９
月
に
協
定

を
締
結
し
た
。
②
八
幡
市
長

選
挙
：
現
職
の
堀
口
市
長
が

退
任
し
、
後
任
に
川
田
翔
子

さ
ん
を
指
名
し
た
。
市
職
労

は
川
田
さ
ん
を
推
薦
し
て
い

る
。
組
合
と
市
政
対
話
の
で

き
る
候
補
の
必
勝
に
む
け
各

通
じ
て
議
論
を
進
め
た
い
。

▼
八
幡
市
職
労
・
井
上
代
議

員
…
①
３６
協
定
：
八
幡
市
役

所
で
時
間
外
勤
務
の
問
題
が

長
ら
く
存
在
し
、
市
職
労
は

３６
協
定
締
結
を
要
求
し
て
き

た
。
新
庁
舎
運
用
開
始
後
、

管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
に
あ
わ

　

中
途
採
用
者
の
初
任
給
格

付
け
は
、
職
務
に
応
じ
た
級

で
決
定
で
き
る
よ
う
求
め
、

号
給
の
決
定
は
民
間
職
務
経

験
を
１
０
０
％
と
す
る
こ
と

を
求
め
る
。
必
要
に
応
じ
て

在
職
者
調
整
を
行
う
よ
う
求

め
る
。

③
運
用
改
善
に
向
け
た
１
単

組
・
１
要
求

　

す
べ
て
の
自
治
体
単
組
で

目
標
と
す
る
賃
金
の
到
達
水

準
を
確
認
し
、
初
任
給
引
き

上
げ
や
昇
給
の
運
用
、
到
達

点
の
改
善
な
ど
単
組
事
情
を

踏
ま
え
た
具
体
的
運
用
改
善

を
求
め
る
。

④
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処

遇
改
善

　

勤
勉
手
当
を
支
給
で
き
る

よ
う
条
例
改
正
を
求
め
る
。

給
与
改
定
に
当
た
っ
て
は
常

　

２
０
２
３
賃
金
確
定
闘
争

が
は
じ
ま
る
。
今
年
の
人
事

院
勧
告
は
民
間
春
闘
を
踏
ま

え
大
幅
な
引
き
上
げ
と
な
っ

た
。
連
合
の
春
闘
や
物
価
上

昇
を
踏
ま
え
る
と
物
足
り
な

い
数
字
だ
が
、
初
任
給
改
善

と
全
年
代
で
の
月
例
給
お
よ

び
期
末
手
当
の
引
き
上
げ
は

一
定
評
価
で
き
る
。
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
与
改
定
時

期
や
勤
勉
手
当
支
給
に
向
け

た
条
例
改
正
も
重
要
な
課
題

と
な
る
の
で
各
単
組
で
の
労

使
協
議
を
お
願
い
す
る
。

　

最
後
に
、
京
都
府
内
で
首

長
選
挙
が
立
て
続
け
に
執
行

さ
れ
る
。
八
幡
市
で
は
本
日

ご
臨
席
い
た
だ
い
て
い
る
川

田
翔
子
さ
ん
の
推
薦
を
決
め

た
。
大
変
厳
し
い
選
挙
戦
と

単
組
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

▼
城
南
衛
管
労
組
・
前
田
代

議
員
…
①
労
安
活
動
：
安
全

衛
生
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
最
近
メ
ン
タ
ル
不
調
や

入
院
を
伴
う
重
大
事
故
が
発

生
し
、
安
全
衛
生
委
員
会
や

意
識
の
見
直
し
が
必
要
。
安

全
衛
生
の
意
識
向
上
を
重
要

視
し
、
運
動
方
針
に
基
づ
く

取
組
を
継
続
し
、
府
本
部
の

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
②

公
正
な
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
：
自

治
労
の
一
部
県
本
部
で
３６
協

定
不
履
行
が
報
道
さ
れ
た
。

労
働
者
の
権
利
保
護
に
向

け
、
自
治
労
本
部
へ
の
説
明

勤
職
員
と
同
様
４
月
に
遡
っ

て
改
定
を
求
め
る
。
賃
金
・

労
働
条
件
は
常
勤
職
員
と
の

均
等
・
均
衡
に
基
づ
き
改
善

を
求
め
る
。

　

各
単
組
は
組
合
員
の
声
を

集
め
、
上
記
重
点
課
題
に
各

単
組
の
独
自
課
題
を
加
え
た

な
る
の
で
み
な
さ
ん
の
積
極

的
な
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
た
い
。
ま
た
、
衆
議

院
の
解
散
総
選
挙
の
準
備
も

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
２
０
２
５
年
夏
に
執

行
予
定
の
第
２７
回
参
議
院
選

挙
で
は
自
治
労
組
織
内
の
岸

ま
き
こ
参
議
院
議
員
を
比
例

代
表
の
予
定
候
補
者
と
し
て

擁
立
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
岸
ま
き
こ
さ
ん
は
会
計

年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当

支
給
に
関
す
る
こ
と
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
現

場
の
混
乱
な
ど
現
場
の
声
を

国
会
に
届
け
て
改
善
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
る
。
府
本
部

で
も
推
薦
を
決
定
し
て
い
る

の
で
、
各
単
組
や
支
部
、
分

会
の
推
薦
を
お
願
い
し
た

▼
京
都
府
職
・
東
代
議
員
…

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
推

進
に
つ
い
て
。
京
都
を
含
む

全
国
の
労
働
委
員
会
で
は
、

公
益
委
員
と
労
働
委
員
と
も

と
公
正
な
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の

維
持
を
求
め
る
。

▼
京
都
市
職
・
梶
村
代
議
員

…
男
女
平
等
関
連
で
２
点
。

①
代
議
員
証
の
性
別
表
示
：

女
性
参
画
率
把
握
の
た
め
必

要
と
思
う
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
観
点
か
ら
性
別
の
表

示
を
副
本
の
み
と
す
る
な
ど

工
夫
を
し
て
は
ど
う
か
。
②

府
本
部
委
員
会
の
改
善
：
男

女
が
と
も
に
担
う
府
本
部
委

員
会
が
受
け
身
な
会
議
で
あ

る
と
感
じ
た
。
よ
り
有
意
義

な
会
議
の
あ
り
方
に
つ
い
て

意
見
交
換
で
き
る
場
な
ど
の

検
討
を
要
望
し
た
い
。

要
求
書
の
提
出
、
交
渉
配
置

を
お
願
い
し
た
い
。

　

府
本
部
の
闘
争
指
標
や
具

体
的
な
日
程
、
戦
術
な
ど
は

２
０
２
３
自
治
体
賃
金
確
定

闘
争
推
進
会
議（
１０
月
２５
日
）

で
確
認
す
る
。

い
。
今
回
、
岸
さ
ん
は
現
職

で
国
会
も
あ
る
た
め
頻
繁
に

京
都
に
来
て
も
ら
う
こ
と
は

難
し
い
。
リ
モ
ー
ト
な
ど
も

活
用
し
な
が
ら
少
し
で
も
多

く
の
組
合
員
と
対
話
で
き
る

時
間
を
作
り
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
最
前
線
で
働
く
者
の
声

を
国
会
に
届
け
、
真
に
国
民

の
た
め
の
制
度
と
政
策
を
作

り
あ
げ
る
た
め
岸
ま
き
こ
さ

ん
の
必
勝
を
め
ざ
そ
う
。

　

結
び
に
、
地
方
自
治
と
財

政
の
確
立
、
男
女
平
等
、
環

境
・
平
和
・
人
権
、
組
織
強

化
と
拡
大
な
ど
課
題
は
多

い
。
代
議
員
の
皆
さ
ん
の
活

発
な
議
論
で
方
針
を
豊
富
化

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
願

い
し
、
主
催
者
を
代
表
し
て

の
あ
い
さ
つ
と
し
た
い
。

全
員
男
性
の
事
例
が
多
い
。

女
性
を
候
補
者
と
し
て
積
極

的
に
含
め
る
よ
う
自
治
労
と

し
て
働
き
か
け
を
お
願
い
し

た
い
。

　

８
月
末
に
行
わ
れ
た
函
館

大
会
で
２
年
後
の
参
議
院
選

挙
に
２
期
目
の
挑
戦
を
す
る

こ
と
を
決
定
い
た
だ
い
た
。

２
０
１
９
年
の
当
選
か
ら
色

ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
一

▼
学
給
労
・
豊
田
代
議
員
…

２
０
２
４
年
度
の
一
般
会
計

予
算
で
１
８
０
０
万
円
の
収

入
減
少
に
驚
い
て
い
る
。
経

費
削
減
策
と
組
合
員
の
増
加

に
つ
い
て
提
起
。
社
会
保
障

制
度
検
討
委
員
会
の
活
性
化

に
向
け
各
単
組
か
ら
の
協
力

を
求
め
る
。

【
八
幡
市
職
労
】
３６
協
定
と

八
幡
市
長
選
挙
に
つ
い
て
の

取
組
に
感
謝
。
他
の
単
組
で

の
学
習
と
市
長
選
挙
へ
の
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

【
城
南
衛
管
労
組
】
労
働
安

全
衛
生
に
お
け
る
課
題
と
し

て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
と

労
災
事
故
の
報
告
を
受
け

た
。
安
全
衛
生
活
動
の
強
化

を
府
本
部
と
単
組
で
進
め
た

番
は
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応

だ
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
現
場
の

脆
弱
性
が
表
面
化
し
た
と
い

わ
れ
る
が
、
大
き
な
原
因
は

国
の
政
策
だ
。
こ
の
間
、
自

民
党
政
権
が
公
共
サ
ー
ビ
ス

見
込
み
が
な
い
状
況
で
の
予

い
。ま
た
、一
部
県
本
部
で
の

報
道
で
、
府
本
部
で
は
３６
協

定
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
方

針
の
議
論
を
進
行
中
で
あ
り
、

書
記
労
と
の
協
議
を
通
じ
て

方
針
策
定
を
推
進
す
る
。

▼
増
永
副
委
員
長
…
【
京
都

市
職
】
代
議
員
証
へ
の
性
別

記
載
方
法
に
つ
い
て
協
議
・

検
討
す
る
。
ま
た
、
男
女
が

と
も
に
担
う
委
員
会
で
の
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
も
検
討
し
、

具
体
的
な
実
施
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
た
い
。

【
京
都
府
職
】
全
国
的
に
男

を
小
さ
く
し
、
正
規
か
ら
非

正
規
に
置
き
換
え
、
民
間
委

託
を
進
め
て
き
た
。
自
治
体

の
業
務
は
山
積
し
て
い
る
が

マ
ン
パ
ワ
ー
は
限
界
が
あ

る
。
長
時
間
労
働
も
メ
ン
タ

ル
不
調
の
多
さ
も
、
そ
も
そ

も
の
国
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

考
え
方
が
間
違
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
住
民
目
線
に

た
っ
た
現
場
の
声
を
国
に
届

け
た
い
。
組
合
員
の
み
な
さ

ん
の
圧
倒
的
な
ご
支
援
を
お

願
い
し
た
い
。

算
立
案
に
つ
い
て
質
問
す

る
。
ま
た
組
合
費
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
各
単
組
の
負
担

増
と
な
ら
な
い
よ
う
お
願
い

し
た
い
。

性
の
比
率
が
高
い
労
働
委
員

会
に
つ
い
て
の
指
摘
に
同
意

し
、
労
働
者
側
か
ら
女
性
委

員
の
選
出
を
推
進
す
べ
く
、

連
合
京
都
を
通
じ
て
要
請
し

た
い
。

▼
中
谷
副
委
員
長
…
【
学
給

労
】組
合
員
減
少
や
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
活
動
に
戻
す
中
で
の

繰
越
金
の
減
少
な
ど
前
年
度

比
で
予
算
が
１
８
０
０
万
円

減
少
し
た
。
府
本
部
の
財
政

状
況
は
厳
し
い
が
会
計
年
度

任
用
職
員
を
は
じ
め
と
す
る

組
織
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
だ
。
各
単
組
の
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。
本
部
の

上
納
金
の
値
上
げ
に
は
反
対

の
立
場
を
取
っ
て
い
き
た
い
。

副執行委員長
梶村　佐知
（自治労京都市職）

副執行委員長
中谷　文明
（京都交通労組）

執行委員長
岡本　哲也
（自治労京都市職）

副執行委員長
森本　尚秀
（自治労京都市職）

執行委員
太田由紀子
（京都市学給労）

書記次長
西村　友喜
（国保労組）

副執行委員長
川戸　英美
（城南衛管労組）

書記長
増永　浩子
（八幡市職労）

執行委員
寺田　晧介
（八幡市職労）

執行委員
阪根　孝則
（福知山公企労組）

執行委員
今道　雄三
（自治労府職）

執行委員
上田恵理香
（京都市学職労）

執行委員
西野　貴美
（公共UN）

執行委員
清水　方人
（ユース職組）

執行委員
友本　浩嗣
（自治労城陽市職）

執行委員
植村知矢子
（国保労組）

執行委員
志場　吉洋
（京田辺市職）

執行委員
楳田　博之
（自治労京都市職）

執行委員
大坪州一郎
（木津川市職）

執行委員
山下　　琢
（自治労京丹後市職）

執行委員
滝川弘太郎
（京田辺市職）

執行委員
西岡千恵美
（京都市学給労）

執行委員
岩本　美菜
（八幡市職労）

執行委員
小笠原　隼
（久御山町職）

執行委員
梅田　　涼
（京都交通労組）

執行委員
石田　秋則
（亀岡環境労組）

執行委員
下村　幸児
（自治労京都市職）

執行委員
鈴木　琢也
（宇治田原町職）

会計監査委員
大嶋　宏明
（宇治田原市職）

会計監査委員
岡根　良太
（国保労組）

執行委員
北村　和美
（自治労京都市職）

臨時執行委員
山本　篤志

　

会計監査委員
横田　未来
（福知山市職労）

ありがとうございました。

自
治
労
中
央
本
部

森
下
　
元

総
合
政
治
政
策
局
長

　

自
治
労
は
秋
の
確
定
闘
争

を
重
要
な
闘
い
と
位
置
付
け

る
。
物
価
高
騰
が
組
合
員
の

生
活
を
圧
迫
す
る
中
、
現
場

で
奮
闘
す
る
組
合
員
の
期
待

に
応
え
る
た
め
に
も
、
人
勧

だ
け
で
な
く
運
用
改
善
も
含

め
勝
ち
取
っ
て
ほ
し
い
。
も

う
一
点
は
２
年
後
の
参
議
院

選
挙
。自
治
労
の
政
策
実
現
、

地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
維
持
の

た
め
、
自
治
労
の
代
表
と
し

て
、
組
織
内
・
岸
ま
き
こ
の

圧
倒
的
再
選
を
め
ざ
す
。
各

単
組
、
組
合
員
へ
の
周
知
徹

底
を
お
願
い
し
た
い
。

○給与の引き上げ改定をおこなうこと。
○中途採用者の賃金改善をおこなうこと。
○�賃金の運用改善にむけ、「１単組・１
要求」を行うこと。
○�会計年度任用職員への勤勉手当支給
にむけた条例改正を行うとともに、常
勤職員との均等・均衡に基づいた処遇
改善を行うこと。
　�　また、給与改正にあたっては常勤
職員と同様に遡及改定を行うこと。

2023確定闘争
4つの重点課題

▼
川
戸
書
記
長
…
（
経
過
報

告
）【
京
丹
後
市
職
】「
天
橋

立
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
へ
の

協
力
に
感
謝
。組
織
強
化
は
、

北
部
単
組
に
限
ら
ず
組
合
活

動
の
活
性
化
と
単
組
間
の
連

携
強
化
が
重
要
。
今
後
、
南

部
や
市
内
・
乙
訓
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
と
の
交
流
も
促
進
す

る
。
全
単
組
の
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

（
運
動
方
針
）【
国
保
労
組
】

国
保
連
合
会
の
情
勢
と
課
題

副執行委員長　小西　一実（自治労京都市職）
　　 〃 　　　丸本　早苗（京都市学職労）
書  記  次  長　西山　新吾（国保労組）
執  行  委  員　阿磨　晴明（木津川市職）
　　 〃 　　　中村　　怜（自治労城陽市職）
会計監査委員　小野　智之（久御山町職）

2024ー2025年度2024ー2025年度
自治労京都府本部執行体制自治労京都府本部執行体制

発
言
要
旨

組合員の声を集め要求に。労働組合の基本的な役割強化を。
２
０
２
３

確
定
闘
争

人
勧
完
全
実
施
の
た
め
、
す
べて
の
単
組
で

組
合
員
の
声
を
集
め
た
要
求
書
を
提
出
し
よ
う

委
員
長
あ
い
さ
つ

委
員
長
あ
い
さ
つ

組
織
の
強
化・拡
大
が
重
要

来
賓
あ
い
さ
つ

　
本
大
会
に
多
数
の
ご
来
賓
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ま
た
、

激
励
の
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な
さ
ま

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

回
答
要
旨

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
や
組
織
強
化
、

男
女
平
等
で
熱
心
な
会
場
発
言

　（ 3 ）2 0 2 3 年 1 0月1 5日 （第三種郵便物認可） 第 8 6 7 号 自治労きょうと 自治労きょうと 2 0 2 3 年 1 0月1 5日 （第三種郵便物認可） 第 8 6 7 号（ 2 ）　



↓動画で分かりやすく解説

各国の最低賃金額

※為替レートは2023年7月21日現在 【出所】各国HP等をもとに連合作成
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12.41ユーロ
（1,767円）

9,860ウォン
（1,088円）

7.25ドル
（986円）

10.42ポンド
（1,723円）

961円

11.52ユーロ（1,641円）
年に1度の改定に加え、
物価上昇に対応して
累次の改訂を実施

ディ
ー
セ
ン
ト
・ 

ワ
ー
ク
と
は

　

デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク

は
、
１
９
９
９
年
の
第
８７
回

国
際
労
働
機
関
（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）

総
会
で
「
２１
世
紀
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ

の
理
念
・
活
動
目
標
」
と
し

て
提
起
さ
れ
た
。
正
式
な
訳

語
は
「
働
き
が
い
の
あ
る
人

間
ら
し
い
仕
事
」。

連
合
が
掲
げ
る 

４
つ
の
チ
ェッ
ク
項
目

　

連
合
は
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト

・
ワ
ー
ク
を
実
現
す
る
た
め

の
具
体
策
と
し
て
、
以
下
の

４
項
目
を
掲
げ
、
す
べ
て
の

働
く
人
た
ち
に
セ
ル
フ
チ
ェ

ッ
ク
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

①
「
権
利
が
保
障
さ
れ
る
仕

事
」、
②
「
十
分
な
収
入
を

生
み
出
す
仕
事
」、
③
「
適

　

近
畿
地
連
青
年
女
性
協
議

会
は
９
月
９
～
１０
日
の
２
日

間
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
京
都
く
に
荘
に

て
、
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
。
府
本
部
か
ら
８
人
（
う

ち
女
性
４
人
）が
参
加
し
た
。

切
な
社
会
的
保
護
が
与
え
ら

れ
る
仕
事
」、
④
「
十
分
な

仕
事
が
あ
る
こ
と
」。

安
定
し
て 

働
け
て
い
ま
す
か
？

　

近
年
、「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
」

と
言
わ
れ
る
働
き
方
が
増
え

て
い
る
。
あ
る
調
査
機
関
で

は
５
０
０
万
人
と
も
言
わ
れ

て
い
る
。
専
門
性
と
そ
の
ス

キ
ル
で
個
人
事
業
主
と
し
て

自
由
度
が
高
く
、
副
業
と
し

て
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
加

え
Ｉ
Ｔ
の
活
用
が
進
み
、
職

種
に
よ
っ
て
は
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
や
就
業
地
を
選
ば
な
い

な
ど
、
そ
の
幅
の
広
さ
も
増

加
の
要
因
で
あ
る
。

　

一
方
、
業
務
委
託
先
と
の

間
で
不
当
に
低
い
委
託
費
や

支
払
い
の
遅
延
な
ど
を
め
ぐ

っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
、
ま

　

初
日
は
、
自
治
労
本
部
総

合
組
織
局
の
林
鉄
兵
強
化
拡

大
局
長
を
講
師
に
迎
え
、「
自

治
労
が
取
り
組
む
政
策
実

現
」
と
題
し
た
講
演
を
受
け

た
。
林
局
長
を
は
じ
め
自
治

た
病
気
や
ケ
ガ
、
育
児
・
介

護
な
ど
で
仕
事
が
十
分
に
で

き
な
い
と
、
そ
の
分
収
入
は

得
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
リ
ス

ク
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に

個
人
事
業
主
で
あ
る
た
め
労

働
者
保
護
で
あ
る「
労
働
法
」

が
適
用
さ
れ
な
い
。
フ
リ
ー

労
本
部
が
お
こ
な
う
政
府
の

政
策
に
対
す
る
要
請
行
動
等

に
つ
い
て
、
体
験
談
を
交
え

て
話
を
聞
い
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
は
、
講
演
の
内

容
を
踏
ま
え
、
林
局
長
に
質

問
し
た
い
こ
と
を
各
グ
ル
ー

プ
で
討
論
。
こ
れ
ま
で
の
組

合
活
動
に
お
け
る
悩
み
な
ど

を
報
告
し
、
悩
み
の
解
決
方

法
に
つ
い
て
討
論
し
な
が

ら
、
悩
み
の
共
通
部
分
を
林

局
長
に
質
問
し
、
回
答
を
受

け
た
。

　

二
日
目
は
、「
国
政
の
課

題
と
私
た
ち
の
取
り
組
み
・

政
治
闘
争
の
強
化
に
向
け

ラ
ン
ス
保
護
法
が
施
行
さ
れ

て
い
る
が
、
安
定
し
て
働
き

続
け
る
と
い
う
点
で
は
、
見

直
す
べ
き
点
が
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
枠
組
み

で
は
な
い
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
、
契
約
社
員
や
派
遣
社

て
」
と
題
し
、
自
治
労
組
織

内
の
鬼
木
ま
こ
と
参
議
院
議

員
か
ら
講
演
を
受
け
た
。
鬼

木
さ
ん
は
、
参
議
院
議
員
の

活
動
内
容
や
、
単
組
や
自
治

労
本
部
の
組
合
活
動
で
行
き

詰
っ
た
時
に
政
治
が
必
要
に

な
る
こ
と
、
そ
れ
に
伴
う
組

織
内
議
員
の
必
要
性
に
つ
い

て
力
強
く
訴
え
た
。

　

最
後
に
、
鬼
木
議
員
へ
の

質
疑
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で

討
論
。
若
者
の
政
治
離
れ
に

つ
い
て
質
問
し
、「
若
者
だ

け
で
は
な
く
、
政
治
は
生
活

に
密
接
す
る
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
事
」
と
回

答
を
受
け
た
。

員
に
は
前
述
の
労
働
法
の
適

用
が
あ
る
も
の
の
、
安
定
し

て
働
き
続
け
る
こ
と
と
安
心

し
て
働
け
る
と
い
う
点
で
は
、

失
業
対
策
・
補
償
な
ど
の
社

会
保
障
制
度
の
抜
本
的
な
見

直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

給
与
は
十
分
で
す
か
？ 

貯
金
は
で
き
ま
す
か
？

　

最
低
賃
金
は
全
国
加
重
平

均
で
時
間
額
１
０
０
０
円
を

超
え
た
が
、
年
収
２
０
０
万

円
以
下
で
は
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア（
働
く
貧
困
層
、生
活
保
護

と
同
等
レ
ベ
ル
：
１
９
２
万

円
）と
言
わ
れ
る
現
在
で
は
、

仮
に
時
給
１
０
０
０
円
で
フ

ル
タ
イ
ム
１
年
間
働
い
た
と

し
て
も
、
よ
う
や
く
２
０
０

万
円
に
手
が
届
く
ほ
ど
だ
。

最
低
賃
金
を
世
界
の
国
々
と

比
較
す
る
と
別
表
の
よ
う
に

日
本
は
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
を
引
い
た
２
０
２
２
年

の
日
本
の
一
般
労
働
者
（
無

期
限
も
し
く
は
１
カ
月
以
上

の
期
間
雇
用
さ
れ
て
い
る
常

用
労
働
者
）
の
平
均
年
収
は

約
４
９
６・５
万
円
で
あ
っ
た
。

　

物
価
高
騰
が
進
む
中
、
将

来
不
安
を
払
拭
す
る
よ
う
な

賃
金
構
造
、
社
会
環
境
に
な

ら
な
い
と
個
人
消
費
が
伸
び

な
い
。
２
０
２
４
春
闘
で
は

２
０
２
３
年
に
続
き
、
さ
ら

な
る
賃
上
げ
と
最
低
賃
金
の

引
上
げ
、
そ
の
波
及
効
果
を

も
た
ら
す
よ
う
あ
ら
ゆ
る
運

動
を
展
開
し
て
い
く
。

仕
事
と
プ
ラ
イ
ベー
ト 

そ
の
バ
ラ
ン
ス
は
？

　

１
９
８
０
年
代
と
比
較
す

る
と
長
時
間
労
働
は
減
少
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
業
種
・

職
業
に
よ
っ
て
は
必
ず
し
も

そ
う
で
は
な
い
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
症
５
類

に
移
行
し
経
済
活
動
が
戻
り

つ
つ
あ
る
が
、
雇
用
環
境
が

整
わ
な
い
産
業
で
は
、
労
働

者
不
足
に
よ
る
長
時
間
労
働

や
過
重
労
働
が
増
加
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
仕
事
に
働
き
が
い
を

見
出
し
、
労
働
の
対
価
で
あ

る
給
与
を
豊
か
な
生
活
と
生

き
が
い
に
還
元
で
き
る
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
新
た
な
労
働

意
欲
に
つ
な
が
る
。
そ
ん
な

サ
イ
ク
ル
を
め
ざ
す
べ
き
で

あ
る
。

差
別
に
よ
る
不
当
な
扱
い

を
感
じ
ま
せ
ん
か
？

　

連
合
大
阪
フ
ェ
ア
ワ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
に
は
、
年
間
約
２

０
０
０
件
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
る
。
内
容
別
に
み
る
と
差

別
（
い
や
が
ら
せ
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
）
が
約
２
割
あ
り
、

ワ
ー
ス
ト
１
だ
。
こ
の
傾
向

は
、
４
年
前
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
。「
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
法
」

が
２
０
２
０
年
６
月
に
施
行

さ
れ
、
２
０
２
２
年
４
月
に

は
中
小
企
業
へ
の
適
用
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

相
談
件
数
は
減
少
し
て
い
な

い
実
態
だ
。
昔
か
ら
言
わ
れ

て
い
る
「
困
っ
た
と
き
は
お

互
い
さ
ま
」
の
心
を
失
っ
て

し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
人

間
の
尊
厳
を
守
り
、
連
合
が

め
ざ
す
誰
も
が
多
様
性
を
認

め
、
互
い
に
支
え
合
う
こ
と

の
で
き
る
職
場
・
社
会
の
実

現
が
急
務
で
あ
る
。

　

誰
も
が
「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト

・
ワ
ー
ク
」
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
職
場
、
社
会
が
変

わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

多
様
な
働
き
方
を
認
め
る
だ

け
で
は
な
く
、
多
様
な
働
き

方
を
支
え
る
仕
組
み
を
作
っ

て
こ
そ
、
真
の
働
き
方
改
革

だ
。
そ
れ
が
「
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
」
の
実
現
に
つ

な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

連
合
大
阪
オ
ル
ガ
ナ
イ
ザ
ー

�

久
保
　
真
光

《
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク

の
解
説
動
画

⬅

》

　

自
治
労
は
こ
の
間
、
男
女
平
等
推
進
を
重
要
課
題

と
位
置
付
け
取
り
組
み
を
続
け
て
き
た
。
２
０
２
４

年
度
以
降
は
新
た
に
決
定
し
た
「
自
治
労
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
推
進
計
画
」を
基
本
に
取
り
組
み
を
進
め
る
。

こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
に
、
下
記
の
通
り
、

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
・
啓
発
用
ポ
テ
ッ
カ
ー
」

の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
募
集
す
る
。
組
合
員
の
み
な

さ
ん
の
積
極
的
な
応
募
を
お
願
い
し
た
い
。

１．キャッチコピーのテーマ
①職場におけるジェンダー平等を進める際の課題を意識できるもの
②男性の育児参画、家族介護参画の促進を啓発する内容
③�ＬＧＢＴＱ＋を含めたジェンダーハラスメントやセクシュアル・ハラス
メントなどの防止を呼びかけるもの
２．入選作品の取り扱い
①特賞（2本）：キャッチコピーをポテッカーに採用。
②入選作品には、薄謝進呈。
　　特賞（2本） 　商品券：各10,000円分
　　佳作（6本） 　商品券：各 3,000円分
３．応募締切　11月17日（金）府本部必着
４�．応募方法　下記内容を記載の上、府本部まで送付ください。
【①単組名・支部名②お名前③連絡先④キャッチコピー⑤キャッチ
コピーの意図・意味（簡単でOK）】
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近畿地連青年女性協議会
サマーセミナーin京都

政治政治・・政策について学習政策について学習

2024年度ジェンダー平等推進
キャッチコピーの募集
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